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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
続
き
ま
し
た
。
主
食
用

米
需
要
減
に
起
因
す
る
米
価
の
下
落
で

稲
作
農
家
は
打
撃
を
受
け
ま
し
た
し
、

目
黒
区
の
小
学
生
と
の
農
業
体
験
交
流

な
ど
本
公
社
の
交
流
事
業
等
も
再
開
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
春
に
は
凍

霜
害
が
発
生
し
、
ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
な
ど

特
産
果
樹
に
被
害
が
出
て
し
ま
っ
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

る
農
業
施
設
災
害
は
令
和
３
年
度
中
に

復
旧
が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
り
、
安

堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
交
流
事
業
復

活
を
模
索
し
、
自
治
体
間
、
民
間
団
体

間
等
の
調
整
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

光
明
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
で
す
。
い
つ
ま

で
も
停
滞
し
て
い
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
農
業
の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
中
、
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
が
急
務
で
す
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
の
基
礎
は
農
業

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
角
田
市
の
基
幹

産
業
は
農
業
で
あ
る
べ
き
だ
と
確
信
し

ま
す
。

現
在
、
「
角
田
市
第
６
次
長
期
総
合

計
画
」
の
策
定
が
ま
と
め
の
段
階
に
あ

り
ま
す
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
に

「
市
民
力
」
と
し
て
人
づ
く
り
、
「
地

域
資
源
フ
ル
活
用
」
の
一
番
に
農
業
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
本
公
社
の
設
立
目
的

は
「
農
業
の
後
継
者
育
成
」
で
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
そ
の
原
点
に
正
面
か
ら
向

き
合
う
べ
き
時
と
考
え
ま
す
。
先
の
理

事
会
で
「
角
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
活
動
支
援
事
業
実
施
要
綱
」
に
つ
い

て
決
定
し
、
「
農
業
の
振
興
に
関
す
る

活
動
」
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
受
け
入
れ
支
援
団
体
に
な
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
議
の
中

で
子
弟
の
就
農
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
変
厳
し
い
状

況
下
、
背
水
の
陣
で
臨
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
そ
の
布
陣
や
戦
略
に
つ

い
て
検
討
し
実
行
し
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ど
う
か
陣
営

に
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
共
に
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の

ご
活
躍
、
そ
し
て
実
り
多
き
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
９
月
２
日
（
木
）
に
令
和

３
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
、
１

名
の
正
会
員
入
会
承
認
に
つ
い
て
審
議

し
、
採
決
の
結
果
全
員
一
致
で
入
会
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年

月
６
日
（
月
）
に
令
和

３
年
度
第
４
回
理
事
会
を
開
催
し
、
４

件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

当
公
社
が
角
田
市
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
活
動
支
援
団
体
と
し
て
登
録

し
、
隊
員
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た

め
の
計
画
の
一
部
変
更
と
補
正
予
算
及

び
支
援
事
業
の
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ

い
て
、
並
び
に
諸
規
程
、
要
綱
・
要
領

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案

に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、
全
議
案
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
９
月
か
ら

月
に
実
施
し

た
「
新
規
就
農
支
援
事
業
に
係
る
Ｊ
Ａ

園
芸
生
産
部
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第第
３３
回回
理理
事事
会会
、、
第第
４４
回回
理理

事事
会会
をを
開開
催催

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り

ふ
た
た
び
人
づ
く
り
元
年 

理事長

黑須 貫 

公
益
社
団
法
人

角
田
市
農
業
振
興
公
社

〒
９
８
１
‐
１
５
０
５

宮
城
県
角
田
市
角
田
字
大
坊

電

話

（
０
２
２
４
）
６
３
‐
２
３
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
２
４
）
６
１
‐
１
５
２
２
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角
田
市
農
業
振
興
公
社
（
角
田
市
農

業
青
色
申
告
会
事
務
局
）
で
は
、
農
業

者
の
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
青
色
申
告

の
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〇〇
特特
別別
控控
除除
がが
受受
けけ
らら
れれ
まま
すす

青
色
申
告
を
す
る
と
、
最
高
で

万

円
の
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

損
失
額
の
繰
越
し
や
繰
戻
し
な
ど
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

〇〇
収収
入入
保保
険険
にに
加加
入入
でで
きき
まま
すす

青
色
申
告
者
は
、
自
然
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
に
よ
る
、
販
売
収
入
の
減
収

を
補
填
す
る
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま

す
。

〇〇
簡簡
易易
なな
方方
式式
もも
ああ
りり
まま
すす

簡
易
な
方
式
の
青
色
申
告
は
、
白
色

申
告
で
整
理
し
た
帳
簿
の
他
に
、
現
金

出
納
帳
、
売
掛
長
、
買
掛
長
、
経
費
帳
、

固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
、
日
々
の
取

引
を
残
高
ま
で
記
帳
す
れ
ば
行
え
ま
す
。

詳詳
しし
くく
はは
別別
紙紙
折折
込込
チチ
ララ
シシ
をを
ごご
覧覧

くく
だだ
ささ
いい
。。

角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
に
関
す
る
ご

連
絡
は
、
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
事

務
局
（
角
田
市
農
業
振
興
公
社
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
い
、
次
の
事
業
は
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

【【
ああ
ぶぶ
くく
まま
農農
学学
校校
土土
のの
塾塾
】】

例
年
８
月
下
旬
に
３
泊
４
日
の
日
程

で
、
市
内
農
業
者
宅
に
宿
泊
し
て
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
主
な
参
加
者
で
あ

る
東
京
農
大
の
学
生
に
つ
い
て
、
大
学

と
し
て
学
生
の
研
修
等
の
派
遣
を
中
止

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
土
の
塾

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
に
つ

い
て
は
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【【
目目
黒黒
区区
関関
係係
のの
交交
流流
事事
業業
等等
】】

〇
枝
野
小
学
校
と
目
黒
区
下
目
黒
小

学
校
の
農
業
体
験
学
習

・
枝
野
小
学
校
の
み
で
実
施

田
植
え

５
月
８
日
（
土
）

稲
刈
り

１０
月
２
日
（
土
）

〇
西
根
小
学
校
と
目
黒
区
月
光
原
小

学
校
の
農
業
体
験
学
習

・
西
根
小
学
校
の
み
で
実
施

田
植
え

５
月

日
（
土
）

稲
刈
り

９
月
１８
日
（
土
）

〇
目
黒
角
田
絆
交
流
事
業

・
田
植
え
体
験
中
止

・
稲
刈
り
体
験
中
止

〇
目
黒
区
消
費
生
活
展
へ
の
出
店 

・
今
年
度
は
、
出
店
を
行
わ
な
い
形
で

の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
出
店
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

〇
目
黒
区
商
工
ま
つ
り
へ
の
出
店

・
ま
つ
り
中
止
に
よ
り
出
店
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
事

業
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
調
整
を
し
、
開

催
や
参
加
が
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
社
と
し
て
も
協
力
し
、
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

本
公
社
の
荒
川
隆
顧
問
が
、
一
般
社

団
法
人
全
国
酪
農
協
会
か
ら
『
農
業
・

農
村
政
策
の
光
と
影
』
と
題
し
て
、
著

書
を
出
版
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
購
入
下
さ

い
。

〇
販
売
価
格

１
，
６
５
０
円

〇
Ｂ
５
判

１
６
２
頁

※
書
店
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
申
込
先

一
般
社
団
法
人
全
国
酪
農
協
会
指
導
部

電
話

０
３‐

３
３
７
０‐

７
２
１
３

申
込
先
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

左
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
ご
注

文
下
さ
い
。

荒荒
川川

隆隆
（（
ああ
らら
かか
わわ

たた
かか
しし
））

１
９
５
９
年

宮
城
県
生
ま
れ

角
田
小
学
校
、
角
田
中
学
校
、
角
田
高

等
学
校
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業

１
９
８
２
年

農
林
水
産
省
入
省
。
食

糧
部
長
、
畜
産
部
長
、
総
括
審
議
官
、

大
臣
官
房
長
、
農
村
振
興
局
長
を
歴
任

２
０
１
８
年

退
官

現

在

角
田
市
農
業
振
興
公
社

の
顧
問
及
び

全
農
の
経
営
管
理
委

員
、
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を
務

め
る
。

青青
色色
申申
告告
をを
始始
めめ
まま
しし
ょょ
うう
！！

お申込先ＨＰのＵＲＬ：

荒荒
川川
隆隆
顧顧
問問
のの
著著
書書
『『
農農
業業
・・
農農

村村
政政
策策
のの
光光
とと
影影
』』
好好
評評
発発
売売
中中

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
でで
実実
施施

でで
きき
なな
かか
っっ
たた
公公
社社
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
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～～
目目
黒黒
・・
角角
田田
絆絆
交交
流流
～～

目
黒
・
角
田
絆
交
流
で
は
今
年
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
影

響
で
交
流
事
業
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
交
流
田
の
稲
刈
り
を
９
月
２０
日

に
行
い
ま
し
た
。

月

日
（
金
）
、
角
田
市
農
業

青
色
申
告
会
と
角
田
地
域
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
と
の
共
催
で
農
業
青

色
申
告
会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
農
業

簿
記
操
作
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
午
前
、
午
後
合
わ
せ
て

９
名
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

農
業
簿
記
ソ
フ
ト
の
ソ
リ
マ
チ
株
式

会
社
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、
「
ソ
リ

マ
チ
農
業
簿
記
１１
」
と
研
修
用
テ
キ
ス

ト
を
使
っ
て
操
作
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
仕
訳
の
確
認
、
集
計

作
業
、
減
価
償
却
資
産
登
録
、
決
算
仕

訳
、
青
色
申
告
決
算
書
の
出
力
の
仕
方

な
ど
テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

長
時
間
の
研
修
で
し
た
が
、
出
席
者

は
、
入
力
し
て
い
る
中
で
、
疑
問
に
思

っ
て
い
る
こ
と
を
質
問
す
る
な
ど
、
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
（
森
谷
茂

会
長
・
会
員
４８
名
）
は
、
１２
月
３
日

（
金
）「
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」
に
て
、
黑
須
市
長

を
お
招
き
し
角
田
市
の
農
政
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
、
農
政
懇
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
農
業
経
営
者
会
議

の
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
会
員
１４
名
と
角
田
市
か
ら
黑

須
市
長
の
ほ
か
、
堀
米
農
林
振
興
課
長
、

菅
原
係
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

森
谷
会
長
、
黑
須
市
長
の
挨
拶
後
、

森
谷
会
長
が
座
長
と
な
り
、
角
田
市
の

今
後
の
農
政
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、

現
状
に
対
す
る
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
「
角
田
市
第
６
次
長
期
総
合
計
画
（
案
）

の
方
向
性
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
、
市
民
力
・
地
域
共
生
・
地
域

資
源
フ
ル
活
用
を
踏
ま
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

の
理
念
に
沿
っ
た
有
機
資
源
循
環

型
農
業
を
目
指
し
な
が
ら
安
心
し
て
い

き
い
き
と
誇
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
担
い
手
の
確
保
と
育
成
及
び
支

援
策
等
に
つ
い
て
は
農
業
体
験
、
移
住

体
験
が
可
能
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
必
要

性
を
前
向
き
に
検
討
し
な
が
ら
方
向
性

を
現
在
策
定
中
で
あ
る
こ
と
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
検
討
会
の
際
に
各
地
区
に
お

い
て
助
成
金
の
説
明
会
を
開
催
す
る
の

で
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

会
員
か
ら
は
角
田
市
独
自
の
農
政
、

中
山
間
地
に
お
け
る
不
耕
作
地
の
地
目

変
更
及
び
害
虫
・
害
獣
駆
除
に
対
す
る

助
成
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
営
者
会
議
で
は
３
月
頃
に
講
師
を

招
い
て
の
講
演
会
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意意見見にに答答ええるる黒黒須須市市長長

～～
黑黑
須須
貫貫
市市
長長
とと
語語
るる
～～

角角
田田
市市
農農
業業
経経
営営
者者
会会
議議
農農
政政
懇懇
談談
会会

角角
田田
市市
農農
業業
青青
色色
申申
告告
会会
農農

業業
簿簿
記記
操操
作作
研研
修修
会会
をを
開開
催催

△△農農業業簿簿記記操操作作説説明明会会（（午午前前））のの様様

子子

△△農農業業簿簿記記操操作作説説明明会会（（午午後後））のの様様

子子
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～～
月月
光光
原原
小小
学学
校校
・・
西西
根根
小小
学学
校校
～～

西
根
小
学
校
で
は
９
月
１８
日
（
土
）

に
全
校
生
徒
４９
名
で
「
あ
ぶ
く
ま
農
学

校
」
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
月
光
原
小
学
校
児
童

と
の
稲
刈
り
等
の
農
業
体
験
交
流
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
西
根
っ
子
た
ち

は
雨
天
の
中
、
足
元
が
ぬ
か
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
雨
合
羽
を
着
て
笑
顔
で
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

体
育
館
に
お
い
て
「
稲
刈
り
は
じ
め

の
会
」
を
行
い
、
子
ど
も
会
育
成
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
稲
刈
り
の
指
導
、
天
候

が
悪
か
っ
た
た
め
最
初
に
八
巻
校
長
が

児
童
代
表
に
「
稲
刈
り
体
験
証
明
書
」

を
渡
し
た
後
、
学
習
田
に
移
動
し
全
員

で
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
稲
刈
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

い
つ
も
は
ほ
と
ん
ど
の
面
積
を
手
刈

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨

だ
っ
た
の
で
１
人
１
束
を
刈
り
取
っ
て

学
校
へ
運
び
、
は
せ
掛
け
で
き
る
よ
う

に
稲
を
ま
と
め
、
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

～～
下下
目目
黒黒
小小
学学
校校
・・
枝枝
野野
小小
学学
校校
～～

枝
野
小
学
校
で
は
１０
月
２
日
（
土
）

に
３
年
生
以
上
４３
名
に
よ
り
「
あ
ぶ
く

ま
農
学
校
」
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

参
加
で
き
ず
、
枝
野
小
学
校
の
み
の
稲

刈
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
習
田
の
前
で
稲
刈
り
は
じ
め
の
会

を
開
催
し
、
黑
須
市
長
の
挨
拶
後
、
農

協
青
年
部
に
よ
る
稲
刈
り
指
導
が
あ
り
、

つ
や
姫
の
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
稲
刈
り
風
景
を

下
目
黒
小
学
校
に
届
け
る
た
め
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
撮
影
を
行
い
な
が
ら
の
稲
刈

り
と
な
り
、
児
童
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
様
子
と
下
目
黒
小
学
校
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度

で
閉
校
と
な
る
枝
野
小
学
校
と
し
て
は
、

交
流
で
き
る
の
は
来
年
が
最
後
と
な
り

ま
す
の
で
、
実
現
で
き
る
こ
と
を
待
ち

望
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

～～
北北
郷郷
小小
学学
校校
～～

北
郷
小
学
校
で
は
、
１０
月
７
日
（
木
）

５
年
生
２４
名
で
の
稲
刈
り
体
験
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
田
に
お
い
て
「
稲
刈
り
は
じ
め

の
会
」
及
び
地
元
農
協
青
年
部
に
よ
る

稲
刈
り
指
導
を
行
っ
た
後
、
手
刈
り
に

よ
る
稲
刈
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

刈
取
り
後
、
ま
と
め
た
稲
を
コ
ン
バ

イ
ン
に
運
び
脱
穀
を
手
伝
い
、
コ
ン
バ

イ
ン
に
よ
る
刈
取
り
を
見
学
し
、
早
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
米
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質

問
時
間
が
設
け
ら
れ
、
児
童
は
真
剣
に

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
稲
の
生
育
や

管
理
方
法
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問

が
時
間
を
過
ぎ
て
も
行
わ
れ
子
供
た
ち

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
稲
刈
り
体
験
の
感
想
発
表

を
行
い
、
終
了
し
ま
し
た
。

ああ
ぶぶ
くく
まま
農農
学学
校校
農農
業業
体体
験験
学学
習習
「「
秋秋
」」
各各
団団
体体
でで
稲稲
刈刈
りり


